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今回ご紹介した他にも調査相談（レファレンス）事例をホームページに多数ご紹介しています。 

【群馬県立図書館ホームページ＞調査相談＞調査相談事例・郷土人物データベース】 

お問い合わせ：群馬県立図書館 〒371-0017 前橋市日吉町 1丁目 9-1 電話：027-231-3008 

Question 

群馬県のご当地グルメに“ソースカツ丼”がありますが、 

県内のソースカツ丼の元祖はどこですか？ 

Answer 

 群馬県のご当地グルメ“ソースカツ丼”は、卵等でとじることなく、

ソースに漬けたカツをご飯の上にそのままのせるといった特徴がありま

す。元祖と言われる店舗は地域によって異なるようです。 

たとえば、前橋のソースカツ丼の元祖とされる店は、「西洋亭」という

飲食店で、創業は大正 4（1915）年。現在は「西洋亭 市」が「西洋

亭」の味を引き継いでいます。大正時代に流行したとんかつを手早く食

べられるメニューとして考案され、当時、群馬師範学校（現在の群馬大

学共同教育学部）の学生に人気だったそうです。 

その他、「ソースカツ丼発祥の地」を標榜する桐生市の元祖は、「志多

美屋本店」という飲食店で、大正 10（1921）年頃に生まれたとされ

ています。志多美屋本店の三代目店主曰く、創業者がうな重に着想を得

て考案したとのこと。こちらも当時、織物工場で働く従業員の夜食とし

て人気だったそうです。 

また、変わり種として、下仁田町には「下仁田カツ丼」というご当地

グルメがあり、こちらはソースではなく、しょうゆだれを基本とした味

付けとのこと。下仁田町内で最も歴史があるとされているのは「日昇

軒」という飲食店だそうで、創業は大正 8（1919）年です。 
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事例紹介 ６ 


